
国立教育政策研究所 令和４年度教育研究公開シンポジウム
「学力アセスメントの動向と展望～CBT化に向けて」

パネルディスカッション
「これからの学力アセスメント

～CBT化に向けて」
■OECD 教育スキル局 池田 京シニアアナリスト

■埼玉県教育局 市町村支援部 渡辺洋平義務教育指導課長

■岩手大学 教育学部 佐藤寿仁准教授

■国立教育政策研究所 教育データサイエンスセンター 袰岩晶総括研究官

■国立教育政策研究所 初等中等教育研究部 白水始総括研究官
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ここまでの振返り

•基調講演（大津先生）
CBT化に際しての二本柱による役割分担の構想
• 教育政策評価を主目的とした経年調査
• 指導改善を主目的とした悉皆調査

•講演（池田先生・石井先生）
• 国際調査におけるCBTの導入，その利点や可能性
• 調査目的に合わせた調査設計の必要性
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教育政策評価が主目的の経年調査に対応？

指導改善が主目的の悉皆調査に対応？
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教育政策評価が主目的の経年調査に対応？

両者をどう有効活用できそう？

指導改善が主目的の悉皆調査に対応？
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袰岩研究官・白水から：国の貢献可能性

渡辺課長から：自治体での活用可能性

佐藤先生から：指導改善への活用可能性
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袰岩研究官・白水から：国の貢献可能性

渡辺課長から：自治体での活用可能性

佐藤先生から：指導改善への活用可能性
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袰岩研究官・白水から：国の貢献可能性

渡辺課長から：自治体での活用可能性

佐藤先生から：指導改善への活用可能性
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袰岩研究官・白水から：国の貢献可能性

渡辺課長から：自治体での活用可能性

佐藤先生から：指導改善への活用可能性



様々なご示唆，要望
「毎年，国と私たちの自治体の平均，自治体と
学校の平均を見比べて課題や成果を見つけてき
たけど，これだけでいいのかな」

「問題一つひとつの児童生徒のつまずきやでき
はわかるのだけど，それがどういう資質・能力
の育成を表しているのかしら」

「自治体の問題づくりは限界があるから，国の
ものを共有できないかな」

「教育政策が先生方の組織的な授業改善や児童
生徒の学力向上につながっているだろうか」
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8

佐藤先生スライドより



様々なご示唆，要望
「毎年，国と私たちの自治体の平均，自治体と
学校の平均を見比べて課題や成果を見つけてき
たけど，これだけでいいのかな」

「問題一つひとつの児童生徒のつまずきやでき
はわかるのだけど，それがどういう資質・能力
の育成を表しているのかしら」

「自治体の問題づくりは限界があるから，国の
ものを共有できないかな」

「教育政策が先生方の組織的な授業改善や児童
生徒の学力向上につながっているだろうか」
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３つのサイクルを連携させながら，これらの
問いにしっかり答えを出していくために，国
研にできること，やるべきこと
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学びの質を支える学力調査の
PDCAサイクル確立を目指して
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佐藤先生スライドより
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どの誤答が一番多
そうでしょうか？

どんな学力層の児
童がその誤答をし
そうでしょうか？

本年度小学校理科調査 結果報告書より
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どの誤答が一番多
そうでしょうか？
（正答２ 70.2％
誤答１ 17.3％）

どんな学力層の児
童がその誤答をし
そうでしょうか？

本年度小学校理科調査 結果報告書より
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全国学力・学習状況調査への
項目反応理論の導入

•現行の悉皆調査
• 全国同日一斉実施
• 調査問題は1セットに限定

• 全員が同じ日に同じ問題セットを解く
• 出題される問題数及び領域が限られている

• CBT移行後の悉皆調査
• 複数日に分散実施
• 調査問題は複数セット用意

• 別の日に受ける/異なる問題セットを解く
• 幅広い領域からの出題



全国学力・学習状況調査への
項目反応理論の導入

•なぜ項目反応理論が必要なのか
• 問題セットが異なっても能力を比較可能にするため

※以下は架空の例

• 問題が異なるセット間では、正答数や正答率を用い
て能力を比較することができない

セット1

セット2

ある受検者がセット1に解答

別の受検者がセット2に解答



全国学力・学習状況調査への
項目反応理論の導入

•項目反応理論とは何か
• ある問題（＝項目）に正答するのか、誤答するのか
（＝反応）、その確率を「問題の特性（難易度
等）」と「受検者の能力」の関数として表す

• 受検者の問題に対する正誤データ（項目反応）から
「問題の特性（難易度等）」と「受検者の能力」を
推定する

※経年調査では、項目反応理論を利用した経年変化の把
握が可能になっている

この関数
を使って



全国学力・学習状況調査への
項目反応理論の導入

•なぜ項目反応理論が必要なのか
• 問題セットが異なっても能力を比較可能にするため

※以下は架空の例

• 調整された「問題の特性（難易度等）」から、セッ
ト間で比較可能な「受検者の能力」を推定

セット1

セット2

共通
問題

共通
問題

セットに一部共通する問題
を入れる

共通問題は、セットが異なっ
ても同じ「難易度」と見なす

他の問題の「難易度」を共通
問題に合わせて調整



教育の未来をみんなで創るために
共に答えを探す力をお貸しください
「毎年，国と私たちの自治体の平均，自治体と
学校の平均を見比べて課題や成果を見つけてき
たけど，これだけでいいのかな」

「問題一つひとつの児童生徒のつまずきやでき
はわかるのだけど，それがどういう資質・能力
の育成を表しているのかしら」

「自治体の問題づくりは限界があるから，国の
ものを共有できないかな」

「教育政策が先生方の組織的な授業改善や児童
生徒の学力向上につながっているだろうか」
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